


C O N T E N T S

表紙写真『春近し』TOKUSHIGE YOSHIKAWA

特集 1
○第20回東川賞の受賞者が決定しました 

Z o om  i n
○広げよう　子育て支える　地域の輪 

特集 2
○ひがしかわらしい住環境ってどんなもの？ 
　まちの住宅未来図を公開 

Yakkity Yachiyo （おしゃべりやちよ） 
○小学校の想い出 
　英語指導助手（AET）キンバリー・マルヤマ・ヤチヨ 

エイゴのマナビカタ  
○英語はスポーツだ 
　英語学習指導員　宮地晶子 

○「上手に誉めて上手に叱る」（誉めれば豚も木に登る） 
　いきいき・わくわく塾講師　三原真琴 

T ow n  N e w s
○いっこく堂・マギー司郎ジョイント公演 
○ふるさとの味で1人暮らしを応援します 
○東川町少年消防クラブ入退団式○学校長着任のご挨拶 

生涯学習情報ネットワーク  
○平成16年度東川町郷土館・明治の家開館案内　 
○海洋センタープールがオープンします　 
○「東川スポーツクラブ」が設立されました。　 
○大会結果のお知らせ○文化ギャラリー展示のご案内 

暮らしの情報 B O X
○年金情報 
○平日5時過ぎや土日に住民票や税の証明書が受けとれる 
　サービスについて 
○5月より《教育相談日》が毎月第３水曜日に変更になります 
○農業用水路の転落事故にご注意ください 
○春の行政相談週間のお知らせ 
○町民みずから考え実践する人や団体を応援します 
○人事短信○社協通信○保健だより 
○広報懸賞クイズを休止します　ほか 

○こんにちは保健師ですー東川町保健師担当地区割図ー 
○栄養教室（応用編）のお知らせ 
○保健相談室・電話相談を毎日開設しています　 
○保健カレンダー　ほか 

保健だより（Healthy Coumn)

子育てチャンネル 3

○「根開き・菜茹・石鹸玉」 
　（元）郷土史編集専門員　尾池隆男 

ふるさと探訪　折々の記  

○東川町美しい風景づくり賞を募集します 
 

美しい風景づくり I n fo

○シリーズ“大雪山の素顔”「5月の森で」 
　旭岳ビジターセンター　田上千尋 
○短歌・俳句○新刊図書・ビデオ案内 
○カムイミンタランドへようこそ○道草館だより 

C u l t u r e  L o u n g e

じょ しゃぼん 

転入者のみなさん 

お申込は 82-2622
取扱い紙■北海道新聞／■
朝日新聞／■毎日新聞／■読
売新聞／■日本経済新聞／■
各種スポーツ新聞　他 



児童福祉週間 

■関連ホームページ　（財）こども未来財団　http://www.kodomomiraizaidan.or.jp/

▲平成16年度「児童福祉週間」ポスター 

●
子
ど
も
が
危
な
い 

 

　
５
月
５
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」
。
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
気
持
ち
は
、

昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
近
年
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を

め
ぐ
っ
て
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
ひ
き
こ

も
り
、
少
年
の
非
行
や
犯
罪
の
増
加
、
児

童
虐
待
や
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪

の
増
加
な
ど
、
暗
い
事
件
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
心
の
成
長
や
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
身
近
な
社
会
の
安
全
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
は
、
家
庭
や

学
校
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の
大
人
の

役
割
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
や
学

校
、
地
域
や
社
会
の
な
か
で
育
ち
、
そ
こ

で
接
す
る
大
人
た
ち
や
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
、

社
会
風
潮
な
ど
社
会
全
体
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
成
長
し
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
に
、
社

会
全
体
の
大
人
が
、
そ
の
た
め
の
環
境
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

●
子
育
て
に
悩
む
親
た
ち 

 

　
子
ど
も
の
成
長
に
最
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
環
境
は
家
庭
で
す
。
家
族
と
の
温

か
い
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
豊

か
な
心
が
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。 

　
近
年
、
親
は
仕
事
で
、
子
ど
も
が
塾
で

忙
し
い
な
ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
父
親

の
子
育
て
へ
の
参
加
が
少
な
く
、
母
親
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
子
育
て
に
自
信
が
も
て
な
い
」
「
仕
事

や
自
分
の
こ
と
を
す
る
時
間
が
な
い
」
と

い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
母
親
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
育
て
に
対
す
る

ス
ト
レ
ス
は
、
母
親
に
よ
る
児
童
虐
待
の

要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
て
い
く
た
め

に
は
、
父
親
も
子
育
て
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
子
育
て

を
す
る
親
た
ち
が
、
子
育
て
や
子
ど
も
と

過
ご
す
時
間
を
十
分
と
れ
る
よ
う
、
企
業

な
ど
社
会
全
体
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
す
。 

 

●
地
域
で
子
育
て
を
支
え
る 

 

　
地
域
は
子
ど
も
と
家
庭
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
場
で
す
。
子
ど
も
を
見
守
る
地
域

の
大
人
の
存
在
は
、
犯
罪
や
非
行
、
児
童

虐
待
な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
は
、
学
校
外
で
の
遊
び
や

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
豊
か
な

心
を
は
ぐ
く
む
場
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
つ
く

る
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
活
動
や
社

会
参
加
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
地
域
の

大
人
た
ち
が
、
子
ど
も
の
心
の
成
長
の
た

め
の
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

　
地
域
の
人
の
つ
な
が
り
は
、
子
育
て
を

す
る
親
に
と
っ
て
、
身
近
に
相
談
で
き
る

人
が
い
る
と
い
う
安
心
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
地
域
の
子
育
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
地
域
の
大
人
の
役
割
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
は
次
代
を
担
う「
未
来
の
大
人
」。そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
は
、私
た
ち
み
ん

な
の
願
い
で
す
。近
年
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
親
の
世
代
と
比
べ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
な
か

で
、子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、す
べ
て
の
大
人
の
役
割
で
す
。家
庭
や
学

校
だ
け
で
な
く
、地
域
や
企
業
な
ど
社
会
全
体
で
、子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
環
境
づ
く
り
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

■
児
童
福
祉
週
間 

　
毎
年
、５
月
５
日（
こ
ど
も
の
日
）か
ら

１１
日
ま
で
の
１
週
間
は「
児
童
福
祉
週
間
」

で
す
。こ
の
週
間
は
、児
童
福
祉
の
理
念

の
周
知
と
児
童
を
取
り
巻
く
諸
問
題
へ
の

社
会
的
関
心
の
喚
起
を
図
る
た
め
、昭
和

２２
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　「
児
童
福
祉
の
理
念
」は
、児
童
福
祉

法
第一条
第一項
に「
す
べ
て
の
国
民
は
、児

童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
、か

つ
育
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
児

童
福
祉
の
理
念
に
基
づ
い
て
、私
た
ち
に

は
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
、「
広
げ
よ
う
　
子
育
て
支
え

る
　
地
域
の
輪
」。皆
さ
ん
も
、児
童
福
祉

週
間
を
き
っ
か
け
に
、家
庭
、学
校
、職
場
、

地
域
社
会
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、子
ど

も
が
健
や
か
に
育
て
る
環
境
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。 



　
今
回
の
東
川
賞
は
、全
国
の
写
真

家・
写
真
関
係
者
な
ど
３９６
名
の
方
々

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト（
推
薦
）を
お
願
い
し
、

海
外
作
家
賞
に
は
１７
名
、
国
内
作

家
賞
に
は
３４
名
、新
人
作
家
賞
に
は

３７
名
、特
別
賞
に
は
１３
名
の
作
家
が

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、こ
の
候
補
者
を

対
象
に
７
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、次
の
方
々
が
受
賞

者
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 
海
外
作
家
賞 

　
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ・ダ
ガ
タ
氏（
４２
歳

／
フ
ラ
ン
ス・パ
リ
市
在
住
） 

《
受
賞
理
由
》 

写
真
集「INSOM

NIA
（
不
眠
症
）」

に
対
し
て 

国
内
作
家
賞 

　
中
川
　
幸
夫
氏（
８５
歳
／
香
川

県
丸
亀
市
在
住
） 

《
受
賞
理
由
》 

写
真
集「
魔
の
山
」に
至
る
写
真
を

用
い
た
一
連
の
作
家
活
動
に
対
し
て

新
人
作
家
賞 

　
藤
部
　
明
子
氏（
３６
歳
／
東
京

都
中
野
区
在
住
） 

《
受
賞
理
由
》 

「The Hotel Upstairs

／
ホ
テ
ル・ア

ッ
プ
ス
テ
ア
ー
ズ
」に
対
し
て 

特
別
賞 

　
倉
沢
　
栄
一氏（
４２
歳
／
北
海
道

え
り
も
町
在
住
） 

《
受
賞
理
由
》 

写
真
集「
日
本
の
海
大
百
科
」他
一

連
の
作
家
活
動
に
対
し
て 

　
授
賞
式
は
、フ
ォ
ト
フェス
タ
期
間

中
の
７
月
３０
日
ª
に
東
川
町
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
す
。ま
た
、受
賞
作

家
作
品
展
は
７
月
３０
日
ª
か
ら
８

月
２９
日
∂
ま
で
、東
川
町
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

写
真
の
町
情
報
館 

『
写
真
の
町
の
子
ど
も
た
ち
写
真
展

Part

２
』の
撮
影
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
東
川
町
写
真
の
町
実
行
委
員
会

と
ひ
が
し
か
わ
写
真
の
町
倶
楽
部
と

の
共
催
で
、倶
楽
部
会
員
が
町
内
の

保
育
所
、幼
稚
園
、小・中
学
校
の
子

供
た
ち
全
員
を
５
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
園
や
学
校
内
で
撮
影
し
ま
す
。

撮
影
さ
れ
た
も
の
は
東
川
町
文
化

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
す
。 

　
写
真
展
の
開
催
期
間
は
、７
月
６

日
か
ら
７
月
２２
日
ま
で
行
い
ま
す
の

で
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

第
２０
回
東
川
賞
の 

受
賞
者
が 

決
定
し
ま
し
た 

■海外作家賞 
Antoine d'Agata＜アントワーヌ・ダガタ＞ 
●フランス・パリ市在住 
●写真集インソムニア（不眠症）より 
 "from the series INSOMNIA"

■国内作家賞 
中川幸夫＜なかがわ・ゆきお＞ 
●香川県丸亀市在住 
●写真集「魔の山：中川幸夫作品集／ 
A Flower is Mistic Mountein:Works of Yukio 
Nakagawa」より 
"花坊主／Flowery Priestess,１９７３" 
※撮影　牧直視 

■特別賞 
倉沢栄一＜くらさわ・えいいち＞ 
●北海道えりも町在住 
●写真集「日本の海大百科／
Encyclopedia of the seas of Japan」より 
"全長50cmはあるカレイの仲間の顔 
（北海道知床半島）" 
 

■新人作家賞 
藤部明子＜とうぶ・あきこ＞ 
●東京都中野区在住 
●写真集 
「The Hotel Upstairs／ホテル・アップステアーズ」より 
"４５５号室　ゲイエ・ジェンキンズ編"より 

　
第
２０
回
東
川
賞
の
受
賞
作
家
が
、２
月
１２
日
東
京
都
内
で

行
わ
れ
た
東
川
賞
審
査
会
で
決
定
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
東
川
賞
授
賞
式
は
、フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
期
間
中
の

７
月
３０
日
ª
、東
川
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 



第2期住宅マスタープラン・公共賃貸住宅ストック総合活用計画 

ø 

第
２
期
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

　「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」は
、住

宅
づ
く
り
と
東
川
町
全
体
の
ま
ち

づ
く
り
と
の
連
携
を
図
り
、東
川
町

な
ら
で
は
の
居
住
空
間
の
形
成
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、今
後
概
ね

１０カ
年
の
住
宅
施
策
展
開
の
指
針
と

な
る
も
の
で
す
。 

 

■
住
宅
施
策
の
課
題 

　
住
宅
施
策
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
、次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

１
　
活
力
あ
る「
自
立
」可
能
な
地

域
社
会
の
形
成
に
向
け
た
定
住
対
策 

２
　
美
し
い
風
景
づ
く
り
を
推
進

す
る
住
宅
地
の
景
観
対
策 

３
　
地
域
の
将
来
像
に
対
応
す
る

住
宅
市
街
地
の
形
成
対
策 

４
　
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
良

質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
対
策 

５
　
生
活
利
便
性
、在
宅
福
祉
な

ど
を
含
め
た
総
合
的
な
定
住
対
策 

 

■
住
宅
施
策
の
理
念
と
目
標 

　
第
２
期
東
川
町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、総
合
的
な
住
宅
施
策
の
展

開
に
よ
り
東
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

理
念
で
あ
る「
人
と
自
然
が
お
り
な

す
輝
き
の
大
地
ひ
が
し
か
わ
」の
実

現
を
目
指
す
も
の
で
、住
宅
施
策
の

課
題
と
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
踏

ま
え
、今
後
展
開
す
べ
き
住
宅
施
策

の
基
本
目
標
を
次
の
よ
う
に
定
め

ま
し
た
。 

目
標
１
　
自
立
可
能
な
地
域
の
創

造
を
目
指
し
た
住
宅
・
住
環
境
づ

く
り 

　
自
立
し
た
地
域
と
し
て
最
低
限

必
要
な
定
住
人
口
の
確
保
を
図
り
、

長
寿
社
会
に
お
い
て
、高
齢
者
と
若

年
層
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
居
住
す
る
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指

し
、若
年
層
の
転
入
や
定
着
を
促
す

良
質
な
住
宅
・
宅
地
の
供
給
、町
民

が
生
活
や
地
域
活
動
に
不
便
を
感

じ
る
こ
と
な
く
快
適
に
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
な
ど
町
民
が
快
適

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る「
魅
力
的
」

な
住
宅・住
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。 

目
標
２
　
美
し
い
東
川
の
風
景
を
守

り
育
て
る
住
宅
・
住
環
境
づ
く
り 

　
東
川
町
民
が
ま
ち
に
誇
り
と
愛

着
を
持
て
る
文
化
的
な
地
域
社
会

を
形
成
し
て
い
く
た
め
、東
川
町
の

地
域
性
を
い
か
し
た
緑
豊
か
で
ゆ
と

り
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
展
開
が

可
能
な
住
環
境
づ
く
り
、大
雪
山
の

風
景
や
田
園
風
景
と
調
和
す
る
街

並
み
づ
く
り
な
ど
、美
し
い
東
川
の

風
景
を
守
り
育
て
る「
個
性
的
」な

住
宅・
住
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。 

目
標
３
　
長
寿
社
会
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
住
宅
・
住
環
境
づ
く
り 

　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来

を
控
え
、高
齢
者
の
居
住
と
地
域
活

動
の
安
定
の
確
保
を
目
指
し
、良
質

な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
、安
全
で

利
用
し
や
す
い
公
共
空
間
の
形
成
、

さ
ら
に
高
齢
者
が
将
来
に
不
安
を

抱
く
こ
と
な
く
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、長
寿
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い「
安
全
・
安
心
」な
住

宅・
住
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。 

■
重
点
的
に
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
以
上
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

次
の
計
画
を
進
め
ま
す
。 

計
画
１
　
定
住
支
援
事
業
の
推
進 

▼
定
住
支
援
事
業
の
推
進 

　
地
域
活
性
化
及
び
美
し
い
住
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る「
東
川
町

定
住
促
進
条
例
」に
基
づ
く
各
種

施
策
に
よ
り
定
住
を
促
進
し
ま
す
。 

・マ
イ
ホ
ー
ム
建
築
支
援
事
業 

・
賃
貸
共
同
住
宅
建
設
等
支
援
事
業 

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業 

・
定
住
情
報
提
供
事
業 

▼
優
良
田
園
住
宅
建
設
促
進 

　
第
３
地
区
に
お
い
て
進
め
て
い
る
、

自
然
環
境
及
び
農
業
と
の
調
和
の

と
れ
た
住
宅
の
供
給
を
実
現
す
る「
優

良
田
園
住
宅
」の
建
設
を
促
進
し

ま
す
。 

▼
東
部
地
区
開
発
計
画 

　
東
川
町
都
市
計
画
等
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
、今
後
の
定
住
人
口

の
受
け
皿
の
形
成
、ま
た
、中
心
市

街
地
を
核
と
す
る
同
心
円
状
の
市

街
地
形
成
を
図
る「
東
部
地
区
開

発
計
画
」を
推
進
し
ま
す
。 

計
画
２
　
東
川
風
住
宅
の
建
設
促
進 

「
大
雪
の
山
並
み
と
調
和
す
る
ゆ
と

り
と
う
る
お
い
の
あ
る
住
宅
景
観
」

の
形
成
を
目
指
し
た「
東
川
風
住
宅
」

の
建
設
を
促
進
し
ま
す
。 

計
画
３
　
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
公
共
賃
貸
住
宅
整
備 

「
公
共
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活

用
計
画
」に
基
づ
く
、公
共
賃
貸
住

宅
の
建
替
、改
善
を
推
進
し
ま
す
。 

 

¿
　
東
川
町
公
共
賃
貸
住
宅
ス
ト

ッ
ク
総
合
活
用
計
画 

　
公
共
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合

活
用
計
画
と
は
町
が
管
理
す
る
住

宅
全
戸
に
つ
い
て
今
後
１０
年
間
に
お

け
る
建
替
、改
善
、修
繕
な
ど
の
方

針
を
定
め
、具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム（
年

次
計
画
）を
た
て
る
計
画
で
、町
で
は
、

公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
全
戸
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
識
経
験
者
等
で
構

成
す
る
策
定
委
員
会
を
通
じ
て
、住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
作
業

と
同
時
に
、策
定
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。 

　
町
が
管
理
す
る
公
共
賃
貸
住
宅

は
、公
営
住
宅
、単
身
者
向
け
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
、世
帯
向
け
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
合
わ
せ
て
９
団
地

３４５戸
が
あ
り
ま
す
が
、昭
和
４０年
代

か
ら
昭
和
５０年
代
に
か
け
て
建
設
し

た
住
宅
が
約
５
割
を
占
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
住
宅
は
、既
に
耐
用
年
数

を
経
過
し
た
も
の
、狭
小
、設
備
不

良
な
ど
整
備
水
準
の
低
い
住
宅
も

あ
り
ま
す
。 

　
入
居
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、大

半
の
入
居
者
が
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、３
箇

所
給
湯
、広
い
面
積
の
住
宅
を
望
む

と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。 

　
一方
、「
定
住
促
進
条
例
」に
よ
り
、

持
ち
家
と
賃
貸
住
宅
の
建
設
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、公
共
賃
貸
住

宅
の
需
要
と
役
割
が
変
化
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
以
上
の
こ
と
を
考
え
、１０
年
後
を

想
定
し
た
次
の
基
本
目
標
を
実
現

す
る
た
め
公
共
賃
貸
住
宅
の
活
用

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

●
公
共
賃
貸
住
宅
３
つ
の
目
標 

１
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
基
本
目
標 

・
供
給
戸
数
の
視
点
　
定
住
促
進

策
と
連
動
す
る
適
切
な
ス
ト
ッ
ク
数

へ
の
調
整 

・
整
備
水
準
の
視
点
　
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
快
適
な
整
備
水
準
確
保 

・
住
民
福
祉
の
視
点
　
長
寿
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ト
ッ
ク
形
成 

・
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
　
市
街
地

整
備
と
美
し
い
風
景
づ
く
り
を
進

め
る
住
宅
整
備 

・
事
業
の
視
点
　
効
率
的
、効
果
的

な
公
共
賃
貸
住
宅
事
業
の
運
営 

２
整
備
水
準
の
目
標（
Ｈ
１５
↓
Ｈ
２５
） 

・
耐
用
年
数
未
経
過（
７６.

２
↓
７７
％
以
上
） 

・専
用
面
積
４０
fl
以
上（
８７.

８
↓
１００
％
） 

・ユ
ニッ
ト
バ
ス
あ
り（
４７.

２
↓
７５
％
以
上
） 

・３
箇
所
給
湯
可
能（
４３.

８
↓
７５
％
以
上
） 

・高
齢
化
対
応
あ
り（
３６.

８
↓
５０
％
以
上
） 

・
物
置
設
置（
６２.

３
↓
８０
％
以
上
） 

・
駐
車
場
整
備（
６８.

７
↓
１００
％
） 

３
供
給
戸
数
の
目
標 

　
将
来
人
口
は
８
’０
０
０
人
を
基

本
と
し
、世
帯
数
の
増
加
を
想
定
し

ま
す
が
、公
共
賃
貸
住
宅
は
、定
住

促
進
事
業
の
効
果
に
よ
り
民
間
住

宅
の
建
設
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

微
減
と
設
定
し
ま
す
。（
Ｈ
１５.

９
末

↓
Ｈ
２５
） 

・
人
　
口（
７
’５
３
８
↓
８
’０
０
０
人
） 

・世
帯
数（
２
’８
５
９
↓
３
’１
０
０
世
帯
） 

・
公
共
賃
貸
住
宅
戸
数（
３４５
↓
３３３
戸
） 

・
民
間
賃
貸
住
宅
戸
数（
２６０
↓
３１０
戸
） 

お
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
都
市
建

設
課（
@
８２ 
｜
２
１
１
１
） 

 

　
常
に
変
化
を
遂
げ
る
社
会
や
町
の
情
勢
。「
自
立
」と「
自

然
と
の
調
和
」と
い
う
新
た
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
、住

民
全
戸
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
策
定
委
員
会
を
通

じ
て
、新
し
い
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
町
の
住
宅
計
画
の
柱
と
な
る「
第
２
期
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」そ
し
て
、「
公
共
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
計
画
」を
公
開

し
ま
す
。 

ひ
が
し
か
わ
ら
し
い
住
環
境
っ
て
ど
ん
な
も
の
？ 

理念 目標 基本方針 重点プロジェクト 
家具補助 

第2期住宅マスタープランの体系 

〜
人
と
自
然
が
お
り
な
す 

輝
き
の
大
地 

ひ
が
し
か
わ
〜
の
構
築
を
目
指
す
総
合
的
な
住
宅
施
策
の
展
開 

1.自立可能な 
地域の創造を 
目指した 

住宅・住環境づくり 

1.安定した宅地供給と持ち家建設の促進 

2.良質で低廉な賃貸住宅建設の促進 

3.快適な市街地、農村地域の整備の推進 

2.美しい 
東川の風景を 
守り育てる 

住宅・住環境づくり 

4.東川風住宅の建設促進 

5.東川ならではのゆとりある住環境整備 

6.環境にやさしい住宅づくりの促進 

3.長寿社会 
における 
安全・安心な 

住宅・住環境づくり 

7.高齢者に安全な住宅建設の促進 

8.高齢者に安全な公共空間の整備 

9.高齢者の安心を生む生活環境づくり 

定住支援事業の推進 

家具補助 

定住支援事業の推進 

特集・まちの住宅未来図 

公共賃貸住宅の活用計画（16～25年度） 

凡　　例 
建替・新規建設 
個別改善 
維持保全 
用途廃止 

N

東町 

西町 

南町 

北町 

合計 

団地名 
ï公園団地 
ñ東部地区新団地 

ó清流団地 

ò清流東団地 

ô西８号団地 
ö西町団地 
õ清流中央団地 

ú南団地 

ù西団地 

û北団地 

現　況 
３６戸 
－ 

４８戸 

３２戸 

２４戸 
１６戸 
３０戸 

４６戸 

６１戸 
（新１５、旧４６） 

５２戸 
３４５戸 

実施後 
３６戸 
１６戸 

２４戸 

３２戸 

２４戸 
１６戸 
３０戸 

４６戸 

５７戸 

５２戸 
３３３戸 

建設年度 
Ｓ５０～５３ 
－ 

Ｓ４７～４９ 

Ｓ５９～６１ 
Ｈ１ 

Ｓ６０～６３ 
Ｈ６、１１ 
Ｈ１２～１３ 
Ｓ５４～５６ 
Ｈ８～１０ 
Ｓ４２～４５ 
Ｈ１５ 
Ｈ２～６ 

 

活用手法 
維持管理 
新規建設 
維持保全 
用途廃止 
個別改善 
維持管理 
個別改善 
維持保全 
維持保全 
維持保全 
維持保全 
建　　替 
維持保全 
維持保全 

実施年次 
－ 

Ｈ１９～２０ 
－ 

Ｈ２０～２１ 
Ｈ２１～２３ 
－ 

Ｈ２４～２５ 
－ 
－ 
－ 
－ 

Ｈ１６～１８ 
－ 
－ 

内　　　　　容 
 
平屋建（東川風公共賃貸住宅）８棟１６戸を建設 
維持管理６棟２４戸 
用途廃止６棟２４戸 
３棟２４戸をユニットバス設置・３箇所給湯配管 
 
2棟12戸をユニットバス設置・３箇所給湯配管 
 
 
 
 
旧住宅４６戸を２階建３棟４２戸へ建替 
 
 

地区 

東川風住宅 

東川風住宅の建設促進 

西団地 

長寿社会長寿社会にふさわしい 
公共賃貸住宅整備 
長寿社会にふさわしい 
公共賃貸住宅整備 

東川風住宅 

東川風住宅の建設促進 

西団地 



　
３
月
１９
日
芸
術
文
化
招
聘
委
員
会
主
催
に
よ
る 

「
い
っ
こ
く
堂・マ
ギ
ー
司
郎
ジ
ョ
イ
ン
ト
公
演
」

が
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
飄
々
と

し
た
仕
草
や
独
特
の
口
調
が
特
徴
の
マ
ギ
ー
司
郎

さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
、
幾
人
も
の
声
を
同
時
に
あ
や

つ
る
い
っ
こ
く
堂
さ
ん
の
腹
話
術
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。 

　
両
者
と
も
テ
レ
ビ
等
で
た
い
へ
ん
な
じ
み
深
い

タ
レ
ン
ト
さ
ん
で
す
が
、
生
で
体
験
す
る
２
人
の

芸
は
テ
レ
ビ
以
上
に
楽
し
く
、
洗
練
さ
れ
、
会
場

に
来
た
観
客
す
べ
て
が
２
人
の
世
界
に
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

　
町
の
宣
伝
と
東
川
産
米
の
Ｐ
Ｒ
商
品
と
し
て
昨

年
１１
月
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
「
米
缶
ほ
し
の
ゆ

め
」
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
３

月
末
ま
で
に
２
万
１
、
０
０
０
缶
を
超
え
る
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
環
境
へ
の
配
慮
と
利
便
性
を
備
え

た
『
無
洗
米
』
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
需
要
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４
月
１２
日
よ
り
米
缶
の
無

洗
米
缶
の
発
売
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
こ
の
「
米
缶
・
無
洗
米
」
の
発
売
を

記
念
し
て
、
進
学
・
就
職
な
ど
で
１
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
方
に
贈
る
「
１
人
暮
ら
し
・
応
援
セ
ッ

ト
」
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。 

　
１
人
暮
ら
し
で
は
、
１
度
に
炊
く
お
米
の
量
も

少
な
く
、
袋
で
買
っ
て
も
す
ぐ
に
品
質
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
米
缶
で
あ
れ
ば
、
多
少
割
高

で
す
が
、
保
存
が
利
き
、
品
質
の
低
下
が
少
な
い

の
で
食
べ
た
い
時
に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
な
ど

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
単
身
者
向
け
に
『
無
洗
米
缶
・
発
芽
玄
米

缶
・
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
・
ラ
ー
メ
ン
・
カ
レ
ー
』

が
入
っ
た
応
援
セ
ッ
ト
を
１００
セ
ッ
ト
限
定
で
道
草

館
と
物
産
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

き
ま
す
が
、
磨
か
ず
に
炊
け
る
無
洗
米
缶
は
キ
ャ

ン
プ
に
も
大
変
便
利
で
す
。
米
缶
を
贈
る
こ
と
で

町
や
お
米
の
宣
伝
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
東
川
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
入
退
団
式
が
４
月

３
日
、
東
川
消
防
署
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
堀
部
國
正
団
長
、
吉
野
和
夫
第
一
分
団
後
援
会

長
等
の
出
席
を
い
た
だ
い
た
な
か
退
団
し
た
５
名

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
退
団
を
代
表
し
、
元
委
員

長
の
青
木
祐
也
君
が
「
防
火
の
重
要
性
を
学
び
、

街
頭
広
報
や
夜
回
り
な
ど
町
民
に
防
火
を
呼
び
か

け
た
り
、
体
験
学
習
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
と
お
し

友
情
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
」
と
、
お
礼
と

ク
ラ
ブ
員
へ
激
励
の
こ
と
ば
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
新
た
に
入
団
し
た
ク
ラ
ブ
員
１２
名
に
「
ク
ラ
ブ

員
証
」
が
手
渡
さ
れ
、
代
表
し
て
栗
林
雪
恵
さ
ん

が
、
ク
ラ
ブ
の
規
約
を
守
り
防
火
活
動
に
頑
張
り

ま
す
と
力
強
く
宣
誓
を
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
来
賓
の
方
々
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
き
終
了
し
ま
し
た 

ふるさとの味で１人暮らしを応援します 

東川町少年消防クラブ入退団式 

いっこく堂・マギー司郎 
ジョイント公演 

　
こ
の
度
、
「
ワ
イ
ン
と
ス
キ
ー
の

街
　
富
良
野
市
」
か
ら
「
山
紫
水
明

の
地
、
水
が
お
い
し
く
空
気
が
う
ま

い
東
川
町
」
に
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
東
川
第
一
小
学
校
に
着
任
し
て
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
あ
い
さ

つ
と
素
敵
な
笑
顔
に
元
気
を
頂
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の

方
々
と
の
話
し
合
い
や
懇
親
会
を
通

し
て
、
温
か
い
人
情
に
ふ
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
街
に
赴
任
で
き
て
、
大
変
う

れ
し
い
で
す
。 

　
こ
の
街
に
早
く
な
れ
、
地
域
の
人

と
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
本
校

の
教
育
目
標
「
健
康
な
子
、
親
切
な

子
、
考
え
る
子
、
働
く
子
」
の
達
成

状
況
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
「
一
小

っ
子
」
が
の
び
の
び
と
安
心
し
て
学

べ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
も
、
保
護
者
や
地
域

の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
肢
体
不
自
由
養
護
の
真
駒
内
養
護

学
校
か
ら
参
り
ま
し
た
。
大
雪
山
連

峰
の
懐
、
風
光
明
媚
な
東
川
町
に
し

っ
か
り
と
支
え
ら
れ
た
東
川
養
護
学

校
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
こ

と
を
、
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

本
校
の
目
指
す
姿
は
、 

・
子
ど
も
に
と
っ
て
は 

　
　
　
　
　
行
き
た
い
学
校 

・
保
護
者
に
と
っ
て
は 

　
　
　
　
　
行
か
せ
た
い
学
校 

・
教
職
員
に
と
っ
て
は 

　
　
　
　
　
働
き
た
い
学
校 

・
地
域
に
と
っ
て
は 

　
　
　
　
　
利
用
し
た
い
学
校 

・
関
係
機
関
に
と
っ
て
は 

　
　
　
　
　
手
を
つ
な
ぎ
た
い
学
校 

で
す
。
こ
の
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ド
リ

ー
ム
ス
ク
ー
ル
・
ヒ
ガ
シ
カ
ワ
」
の

実
現
の
た
め
に
、
教
職
員
全
員
が
協

働
体
制
で
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
東
川
町
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

着
任
の
ご
挨
拶 

　
　
東
川
第
一
小
学
校
長 

　
　
　
　  

下
　
川
　
鐵
　
夫 

　
　
北
海
道
東
川
養
護
学
校
長 

　
　
　
　  

工
　
藤
　
友
　
子 

月
例
会
　
５
月
１６
日
∂
／
６
月
２０

日
∂
／
７
月
１８
日
∂
／
８
月
２２
日

∂
／
９
月
１９
日
∂
１０
月
１７
日
∂ 

場
所
は
親
水
河
川
公
園
で
す
。 

 

主
催
大
会
　
■
５
月
２
日
∂
コ
ー

ス
開
き
大
会（
親
水
河
川
公
園
）／

■
６
月
１８
日
ª
町
外
ツ
ア
ー
（
北

竜
町
Ｐ
Ｇ
場
）
／
■
７
月
４
日
∂

第
１
回
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
組
合
長

杯
（
キ
ト
ウ
シ
Ｐ
Ｇ
場
）
／
■
８

月
１
日
∂
全
町
Ｐ
Ｇ
選
手
権
（
親

水
河
川
公
園
）
／
■
９
月
１１
日
º

東
川
町
長
杯（
キ
ト
ウ
シ
Ｐ
Ｇ
場
）

／
■
１０
月
２４
日
∂
コ
ー
ス
納
め
大

会
（
親
水
河
川
公
園
） 

　
締
め
切
り
は
各
大
会
の
７
日
前

で
す
。 

　
以
上
例
会
に
は
参
加
料
は
い
り

ま
せ
ん
が
会
員
以
外
で
も
出
場
で

き
る
主
催
大
会
に
は
参
加
料
が
必

要
で
す
。 

　
会
員
様
を
は
じ
め
多
く
の
愛
好

者
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

新
会
員
随
時
受
付
中
。 

 

連
絡
先
　
参
加
希
望
者
は
左
記
の

担
当
へ
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。 

会
長
（
川
島
）
@
８２
―
２
０
４
３ 

事
務
局
（
泉
）
@
８２
―
２
６
４
８ 

同
　
（
佐
藤
）
@
８２
―
２
９
２
９ 

平
成
１６
年
度
ク
ラ
ブ
の
例
会 

お
よ
び
主
催
大
会
の
お
知
ら
せ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
加
盟 

ひ
が
し
か
わ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
よ
り 



町教委では、この「情報ネットワーク」
を通して、町民の方々が生涯学習を
進めていくための学習、研修、健康づ
くりに関する情報を提供しています。 
また、町民の皆さまの希望や意見を
伝えるページとしても活用したいと考
えています。こんなサークルを作りた
い、また参加してみたい、こんな学習
資料、指導者の情報を提供してほし
い。こんな事業を計画してほしいなど、
広く取り上げていきたいと思いますの
で、どしどしご意見・ご希望をお寄せく
ださい。 
連絡先／右記の各施設担当までお
願いします。 

海洋センター 
TEL.82-4600

「みんなでつくろうあったか」標語 
　　　 （平成１５年度入選作品） 

優秀賞 高校生の部 

（東川高　３年　三影　梨絵） 
温かい　心とマナー　大切に 

平成１６年度東川町郷土館・明治の家開館案内 

＊開館以外であっても、希望がある場合は開館します。 

＊開館日は設定しませんが、希望がある場合は開館します。 

　問い合わせ先 
　東川町教育委員会 社会教育課（農村環境改善センター内） 
　@８２－３２００ 

　 明治の家 

１.開館時間　１０時～１６時 
２.開 館 日（７月・８月は月曜日が休館日となります。） 

　 郷土館 

５月 

９月 ８月 

６月 
土 
１ 
８ 
１５ 
２２ 
２９ 

土 
４ 
１１ 
１８ 
２５ 

土 
７ 
１４ 
２１ 
２８ 

日 
１ 
８ 
１５ 
２２ 
２９ 

月 
 
休 
館 
日 

火 
３ 
１０ 
１７ 
２４ 
３１ 

水 
４ 
１１ 
１８ 
２５ 

木 
５ 
１２ 
１９ 
２６ 

金 
６ 
１３ 
２０ 
２７ 

土 
２ 
９ 
１６ 
２３ 
３０ 

水 
３ 

土 
５ 
１２ 
１９ 
２６ 

７月 

１０月 １１月 

日 
 
４ 
１１ 
１８ 
２５ 

月 
 
休 
館 
日 

火 
 
６ 
１３ 
２０ 
２７ 

水 
 
７ 
１４ 
２１ 
２８ 

土 
３ 
１０ 
１７ 
２４ 
３１ 

金 
２ 
９ 
１６ 
２３ 
３０ 

木 
１ 
８ 
１５ 
２２ 
２９ 

 
 
 
 
 
 
　６月１日より海洋センタープー
ルがオープンします。 
　今年の日程については次のとお
りとなっています。みなさんのご
利用をお待ちしています。 
期　　間　６月１日から９月３０日 
開　　館　午前９時から午後９時
まで（※午後８時から午後９時ま
では、一般の方のみの使用となり
ます。） 
利用料金　広報ひがしかわ４月号
をご覧ください。 
料金免除　団体等の利用などで料
金が免除になる場合があります。
対象者については、広報ひがしか
わ４月号をご覧ください。 
 
 
 
　去る、３月３１日に農村環境改善
センターにおいて東川スポーツク
ラブの設立総会が開催されました。
本クラブは、町内にある地区スポ
ーツクラブの連絡調整と情報交換
をすることにより、軽スポーツの
普及と発展をめざすものです。 
　総会では、各スポーツクラブの
代表者により会則・事業計画・予
算などが決定されました。 
　このクラブの目的などは、次の
とおりです。 
目　的　日常生活でスポーツを楽
しみ健康体力の維持増進と会員相
互の親睦を目的としています。
（どなたでも参加できるクラブで
すので多くの方が参加くださいま
すようご案内いたします。） 
事　業 
∏各サークルによる定期的な軽ス
ポーツ活動。 
π各種スポーツ大会・スポーツ教
室等の自主運営による開催。 

∫会員相互の各種親睦事業の開催
など。 
会　員　原則として東川町内在住
または勤務し、賛同するもの。 
会　費　年会費で、大人（高校生
以上）２００円、小人（小中学生）
１００円 
特　典 
A東川町スポーツクラブの既存の
クラブ（サークル）に加入して健
康スポーツ活動に参加できる。 
B家族または仲間で自主的にサー
クルを作り自主活動することがで
きる。 
C町内の協力（指定）旅館等の入
浴料金を本人に限り５０％割引等 
入会申込　所定の加入申込書がＢ
＆Ｇ海洋センターにあります。  
お問い合わせ　詳しくは東川Ｂ＆
Ｇ海洋センターまで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　２月１５日∂Ｂ＆Ｇ東川海洋セ
ンターにおいて標記大会が開催さ
れ東川の子どもたちが優秀な成績
を残しました。 
 
東川柔道少年団入賞者 
◇幼児年中以下の部 
　第２位　溝口裕樹　第３位　森
谷　多　第３位　古本理名 
◇小学１・２年男子軽量級 
　第３位　田中　歩 
◇小学３・４年軽量級 
　第２位　山本　匠　第３位　田
中　望 
◇小学５・６年軽量級 

　優勝　杉山雄規 
◇小学１年女子 
　優勝　森谷南美 
◇小学３・４年女子 
　第２位　長瀬綾香　第３位　辻
中窓花 
 
 
 
 
 
展示のご案内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●素顔の総理１６人―久保田富弘
写真展「宰相列伝」 
首相官邸専属カメラマン久保田富
弘氏が撮り続けた歴代総理の写真
展です。 
　５月９日∂まで 
●日韓写真交流展 
　５月１１日∏～５月３０日∂ 
●中川祐次写真展「クメールの人 
々…片隅に生きる庶民の肖像」 
　５月１１日∏～５月３０日∂ 
●只野健治写真展 
　５月１１日∏～５月３０日∂ 
●陶芸山麓会作品展 
　５月２０日∫～６月６日∂ 

宰相列伝より「顔のかたち」福田赳夫 

大会結果のお知らせ 
「東川スポーツクラブ」が設立 
されました 

海洋センタープールがオープン 
します 

社会教育 
TEL.82-3200

文化ギャラリー 
TEL.82-4700

子育てネット「たんぽぽ」５月のお知らせ 
　対　象　町内に住んでいる新生児～就園前の親子ならどなたでも（会員随時募集中です。） 
《テーマ１》こいのぼりを作って遊ぼう。 
　と　き　５月６日∫　午前１０時半～午後３時位 
　ところ　東川町公民館（和室） 
　持ち物　はさみ、色えんぴつ 
　申込み　不要 
《テーマ２》羽衣公園で山すべり 
　と　き　５月２０日∫　午前１０時半～午後３時位 
　ところ　東川町公民館（和室） 
　持ち物　ダンボール（尻すべり）、汚れてもいい服装、お弁当、レジャーシート 
　申込み　不要（雨天は和室で遊びましょう。場所は夕方まで取っています。） 
　問い合わせ先　役場保健福祉課保健師まで（@８２－２１１１） 

第８回道北選抜東川少年少女柔 
道大会結果 

相談日　１９日（水） 
時　間　午前１０時～午後４時 
相談要領　電話相談（来室可） 
専用電話　@８２－４２２５ 

5月の教育相談 



　小学校入学前は自分と他の子達との違いには気が
ついていませんでした。 
でも幼稚園の友達の名前がキヨミで、“キルミー”（私
を殺して）と聞こえて戸惑った記憶がありますから、
この頃は自分自身のことも含めてだれも人種の違い
とか育った背景の違いはわかっていなかったように
思います。 
 
　小学1年生から3年生の頃にはわたしが他の子とは
少し違っていたのを覚えています。 
学校のおやつに友達がチョコレートバーを持ってき
ている時、私は海苔を持っていきました。でも海苔
はおいしいと人気になり、ほかの国特有のおやつも
食べられたしそれはそれでよかったのです。 
差別的な言葉も使いましたが、それは子供特有の好
奇心からでした。 
ただ面白かっただけで、その言葉の本当の意味は知
らなかったのです。 
 
　四年生のときに柔道を始め、その時初めて自分が
日本人であるということに目覚めました。このこと
ははっきり覚えていますし、これが全てのきっかけ
になりました。 
柔道が私の生活の中心を占めるようになり、日本や
日本文化にとても興味を持つようになりました。 

Before Elementary School, I have no clear 
recollection of noticing that I was, in fact, different 
from the rest of the kids.  I do remember being in 
kindergarten, and having a friend named Kyomi... 
who’s name I had unfortunately confused for dkill 
mee.  This goes to show that I obviously had no 
perception of the different races and backgrounds in 
Canada at that age... including mine. 
 
From Grades 1 to 3, I can remember small things 
that differentiated me from the rest of the kids.  I 
brought seaweed to school as a snack, while the 
other kids brought chocolate bars.  It didn’t matter 
however, as I became popular for my delicious 
seaweed... and I was able to try snacks native to 
other countries.  There had been some discriminatory 
words passed around, but this was only due to the 
curious nature of children.  Neither they, nor I knew 
the meaning of what was being said.  It was just 
funny. 
 
 
It wasn’t until about Grade 4, when I started Judo, 
that I can really remember identifying with my 
Japanese background.  That may have been what 
started it all.  Judo soon became central to my life, 
and was the fuel for my subsequent interest in Japan 
and it’s culture.   
 

第1回 

英語はスポーツだ 

　
英
語
と
い
う
と
中
学
高
校
の
頃
を

思
い
出
し
“お
勉
強
”と
い
う
気
持
ち

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
実

は
英
語
は
勉
強
と
い
う
よ
り
ス
ポ
ー

ツ
や
楽
器
と
同
じ
技
能
訓
練
で
す
。

体
を
使
っ
て
訓
練
す
れ
ば
必
ず
成
果

が
得
ら
れ
ま
す
。自
分
に
は
英
会
話

は
向
い
て
な
い
と
思
っ
て一度
諦
め
た

方
も
気
落
ち
し
な
い
で
ほ
し
い
の
で

す
。や
り
方
が
違
っ
て
い
た
か
練
習
量

が
足
り
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、英
語
は
外
国
に
い
る
と

自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
、と
思
い

込
ん
で
い
る
方
が
多
い
で
す
が
、英
語

は
風
邪
で
は
な
い
の
で
な
ん
と
な
く

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

ス
キ
ー
の
よ
う
に
実
際
に
何
度
も
滑

っ
た
り
ギ
タ
ー
の
よ
う
に
何
度
も
弾

い
て
体
で
覚
え
る
も
の
で
す
。そ
し
て

そ
れ
は
東
川
に
住
ん
だ
ま
ま
で
十
分

に
可
能
で
す
。わ
た
し
は
留
学
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。通
訳
を
仕

事
に
し
て
い
る
人
に
も
た
く
さ
ん
そ

う
い
う
人
が
い
ま
す
。 

　
英
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
って
以
来
、

ど
う
や
っ
た
ら
本
当
に
身
に
付
く
か

を
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。１
人
で

も
多
く
の
人
に
英
語
が
で
き
る
喜
び

を
味
わ
っ
て
欲
し
い
か
ら
で
す｡

18
年

前
に
教
え
始
め
た
頃
は
知
ら
な
い
こ

と
を
聞
か
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不

安
で
し
た
し
、な
か
な
か
レ
ッ
ス
ン
の

成
果
が
肌
で
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
で
す
。で
も
、今
は
違
い
ま
す
。今

は
こ
う
や
れ
ば
こ
う
な
る
、と
い
う
こ

と
が
は
っ
き
り
と
目
に
見
え
ま
す
。英

語
は
英
会
話
と
い
う
話
す
部
分
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
ま
す
が
、楽
し
み
は

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。映

画
を
見
る
、洋
書
を
読
む
な
ど一生
尽

き
る
こ
と
の
な
い
楽
し
み
が
あ
な
た

を
待
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
手
に
入
ら

な
い
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
先

取
り
す
る
に
も
英
語
が
便
利
。ま
ず

は
英
語
な
ん
て
で
き
る
わ
け
が
な
い
、

と
い
う
思
い
込
み
を
捨
て
て
み
ま
せ

ん
か
。だ
ん
だ
ん
必
ず
で
き
る
よ
う

に
な
る
。そ
の
た
め
の
方
法
を
こ
れ

か
ら
毎
月
ご
紹
介
し
ま
す
。 

英語学習指導員　宮地晶子の 

エイゴのマナビカタ 



■東川町役場 82-2111 
■公民館 82-3200 
■文化交流館 82-4245 
■文化ギャラリー 82-4700 
■B&G海洋センター 82-4600 
■町立診療所 82-2101 
■大雪消防組合東川支署 82-2310
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 ３日　憲法記念日 
 ４日　国民の休日 
 ５日　こどもの日 
 ６日　北海道神宮神饌田御田植祭 
 ８日　桜まつり 
２２日　くらし楽しくフェスティバル（２５日まで） 

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
窓
口
が
、

全
国
の
銀
行
、郵
便
局
、信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
農
協
お
よ
び
漁
協
等
の

ほ
か
、
新
た
に
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。 

　
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
窓
口
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
た
納
付
書
が
必
要
で
す
。
コ

ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き
る
納
付
書
に
は
、

裏
面
に
コ
ン
ビ
ニ
の
窓
口
で
納
付
で

き
る
旨
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い 

○
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ  

・
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト 

・
ａ
ｍ
／
ｐ
ｍ 

・
サ
ン
ク
ス 

・
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア 

・
ロ
ー
ソ
ン
ほ
か 

       

　
税
務
住
民
課
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

役
場
が
閉
っ
て
い
る
時
間
の
各
種
証

明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

交
付
を
受
け
ら
れ
る
証
明
書
　
住
民

票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
証
明

書
、
課
税
証
明
書
、
所
得
・
課
税
証

明
書
、
非
課
税
証
明
書
、
納
税
証
明

書
、
評
価
証
明
書
、
資
産
証
明
書
、

所
有
証
明
書
、
公
課
証
明
書
、
評
価

通
知
書（
※
こ
の
ほ
か
の
証
明
書
や
、

戸
籍
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。） 

電
話
予
約
　
役
場
が
開
い
て
い
る
午

前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

税
務
住
民
課
へ
電
話
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

受
取
り
　
証
明
書
の
受
取
り
は
、
平

日
の
午
後
５
時
か
ら
午
後
１０
時
ま
で

と
、
土
・
日
・
祝
祭
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
時
間
に
一
階

守
衛
室
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。 

持
っ
て
く
る
も
の
　
手
数
料
・
本
人

確
認
で
き
る
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証・パ
ス
ポ
ー
ト
・
町
民
証
な
ど
）

が
必
要
で
す
。
※
印
鑑
証
明
を
予
約

さ
れ
た
方
は
、
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー

ド
）が
必
要
で
す
。
証
明
料（
※
お
つ

り
の
無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
） 

　
な
お
、
こ
の
証
明
書
等
の
交
付
事

務
と
証
明
書
手
数
料
収
納
事
務
に
つ

い
て
は
、
役
場
庁
舎
警
備
受
託
業
者

の
有
限
会
社
エ
ス
エ
ス
・
ク
リ
ー
ン

の
警
備
員
が
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

　
有
限
会
社
エ
ス
エ
ス
・
ク
リ
ー
ン 

鈴
木 

和
人（
統
括
責
任
者
）、樋
口
　

豊（
警
備
業
務
責
任
者
）、
小
原
　
聡

（
教
育
指
導
員
）、
菊
地
　
廣
　
窪
田

征
義
　
若
崎
松
太
郎（
警
備
員
） 

電
話
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

税
務
住
民
課（
@
８２
―
２
１
１
１
） 

・
戸
籍
係（
内
線
１２４
・
１２５
） 

・
税
務
係（
内
線
１２７
・
１２８
） 

       

　
公
民
館
で
は
教
育
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
問
題
に
悩
ん
で
い
る
方
の
た

め
に
毎
月
定
例
の
「
教
育
相
談
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。 

　
「
こ
ん
な
こ
と
」
と
思
わ
れ
る
心

配
も
は
や
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

相
談
日
　
毎
月
１
回
第
３
水
曜
日

午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時 

※
第
３
水
曜
日
以
外
で
も
相
談
を
お

受
け
い
た
し
ま
す
。 

場
　
　
所
　
改
善
セ
ン
タ
ー
相
談
室 

相
談
要
領
　
来
室
相
談
、
電
話
相
談

（
専
用
@
８２
―
４
２
２
５
） 

担
当
者
　
東
川
町
教
育
相
談
員
生

涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
菅
原
嘉
宣 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
ま
せ
ん
か 

詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー
ま
で
@
８２
―
７
５
０
５
担
当
：
丸
谷 

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係 

年
金
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
納 

付
で
き
ま
す 

 

税
務
住
民
課
戸
籍
係 

平
日
５
時
過
ぎ
や
土
日
に
住 

民
票
や
税
の
証
明
書
が
受
け 

と
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

５
月
よ
り《
教
育
相
談
日
》が 

毎
月
第
３
水
曜
日
に
変
更
に 

な
り
ま
す 



    

　
例
年
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
お
年

寄
り
が
農
業
用
の
水
路
に
転
落
す
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
５

月
の
初
め
か
ら
８
月
の
末
ま
で
の
間

は
、
農
業
用
水
路
に
用
水
が
大
量
に

流
れ
込
ん
で
い
る
た
め
、
水
路
に
転

落
し
た
場
合
に
は
死
亡
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
痛
ま
し
い
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
水
路
近
く
で
遊
ん
で
い
る
お

子
さ
ん
や
お
年
寄
り
の
姿
を
見
掛
け

た
ら
一
声
注
意
を
呼
び
か
け
、
万
が

一
に
も
悲
し
い
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
地
域
の
皆
様
同
士
で
注
意
を
呼
び

か
け
合
い
ま
し
ょ
う
。 

       

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
で
は
、
介
護

保
険
・
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

募
集
人
員
　
１
名
（
東
川
町
内
募
集

分
と
し
て
の
人
数
で
す
。
） 

任
　
　
期
　
平
成
１８
年
３
月
３１
日

ま
で 

応
募
要
件
　
東
川
町
内
在
住
の
、
平

成
１６
年
４
月
１
日
現
在
で
、
４０
歳
以

上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方 

申
込
み
　
５
月
２０
日
∫
ま
で
に
、

税
務
住
民
課
保
険
医
療
係
ま
で
、
電

話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。 

      

　
全
国
一
斉
に
春
の
行
政
相
談
週
間

が
行
わ
れ
ま
す
。
私
達
の
日
常
生
活

に
行
政
と
関
わ
り
の
な
い
も
の
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
道
路
・
交
通
・
年
金
・
郵
便
・
老

人
介
護
な
ど
、
日
頃
役
場
の
仕
事
に

対
し
て
意
見
や
要
望
、
苦
情
の
あ
る

方
は
行
政
相
談
委
員
が
解
決
を
図
り

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。 

　
な
お
、
次
の
日
程
で
定
例
相
談
所

を
開
設
致
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

日
　
時
　
５
月
１１
日
∏
午
後
１
時
３０

分
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
内

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
相
談
室 

　
随
時
、
電
話
で
も
受
け
付
け
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
行
政
相
談
委
員
　

松
林
　
茂
（
西
７
号
北
１３
）
　
@
８２

―
３
１
４
３
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
毎
月
第
２
火
曜
日
は
定
例

行
政
相
談
日
と
し
て
、
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
相
談
室
に
て
午
後
１
時
３０
分

か
ら
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

       

　
町
で
は
、
人
権
擁
護
活
動
の
一
環

と
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で

あ
る
６
月
１
日
に
特
設
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。 

　
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
住
民
か
ら
人
権
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
、
自
由
人
権
意
識
の
普
及
啓

発
・
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

日
　
時
　
６
月
１
日
∏
午
後
１
時
３０

分
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
内

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
相
談
室 

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

寺
沢
孝
之
　
東
町
２
丁
目
１５
―
８
　

@
８２
―
３
８
６
３ 

山
口
佐
知
子
　
西
４
号
北
３９
番
地
　

@
８２
―
４
７
２
０ 

    

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
連
絡
部
南
地
区

隊
で
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す
。 

７
月
採
用
自
衛
官
（
陸
・
海
・
空
）

の
募
集 

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
１８
歳

以
上
２７
歳
未
満
の
男
子
（
平
成
１６
年

７
月
１
日
現
在
） 

受
付
締
切
　
５
月
２４
日
∑ 

試
験
期
日
　
５
月
３０
日
∂ 

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
旭
川
市
春
光
町
） 

入
隊
予
定
日
　
７
月
下
旬
予
定 

お
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
旭
川
地
方

連
絡
部
南
地
区
隊
　
@
２２
―
０
６
４

８
ま
た
は
役
場
企
画
総
務
課
　
@
８２

―
２
１
１
１
　 

       

日
　
時
　
６
月
１
日
∏
午
前
１０
時
〜

午
後
１２
時 

場
　
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル 

内
　
容
　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
（
寄
せ
植

造
り
） 

参
加
料
　
１００
円 

講
　
師
　
寺
岡
種
苗
園
様 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
軍
手
、
移
植

小
手
（
シ
ャ
ベ
ル
） 

申
込
み
　
５
月
２０
日
ま
で
に
各
班
長

さ
ん
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

【
今
後
の
予
定
】 

７
月
６
日
　
町
外
研
修
（
白
い
恋
人

パ
ー
ク
、
札
幌
ド
ー
ム
） 

９
月
７
日
　
手
芸
講
座
（
ビ
ー
ズ
で

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
） 

１０
月
中
旬
　
体
験
講
座
（
東
川
小
で

学
校
給
食
を
試
食
） 

※
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

大
雪
婦
人
会
事
務
局
　
千
葉
（
@
８２

―
４
２
７
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

     

　
４
月
１５
日
、
東
川
町
開
拓
１１０
周
年

を
記
念
し
て
、
旭
川
設
計
測
量
株
式

会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
田
上
利

明
様
が
役
場
を
訪
れ
「
東
川
町
の
振

興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
」
と
町

へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
 

都
市
建
設
課
土
木
係 

農
業
用
水
路
の
転
落
事
故
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い 

企
画
総
務
課
総
務
係 

自
衛
隊
よ
り
自
衛
官
募
集
の 

お
知
ら
せ 

税
務
住
民
課
保
険
医
療
係 

大
雪
地
区
広
域
連
合
運
営
協 

議
会
（
介
護
・
国
保
）
委
員 

を
募
集
し
ま
す 

●
婦
人
会
だ
よ
り 

大
雪
婦
人
会
婦
人
学
級
の
お 

知
ら
せ 

東
川
町
開
拓
１１０
周
年
を
記
念 

し
て
寄
付 

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員 

の
日
」
特
設
相
談
所
開
設
に 

つ
い
て 

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

春
の
行
政
相
談
週
間
の
お
知 

ら
せ 

　町民と行政の協働によるまちづくりを進めるために、人づくり
地域づくり支援事業補助制度を創設しました。地域活動、産業・
経済の活性化、町の活性化を目的とする各種イベントの実施など、
各分野における取組みを支援いたします。詳しくは下記までお気
軽にお問合せください。 
 
 
人づくり地域づくり支援事業（地域振興分野） 
　・行政区等が自主的に行う活動の支援 
　・地域におけるまちづくりの推進 
　・国際協力、国際交流の奨励 
　・環境保全活動の支援 
　・その他 
産業にぎわいづくり支援事業（産業振興分野） 
　・町外で実施する販路拡大及び誘客宣伝事業などの支援 
　・町内で実施する地産地消や町のにぎわいづくり事業の奨励 
　・その他 
生涯学習等振興奨励事業（教育・文化活動分野） 
　・社会教育振興における各種事業の奨励 
　・芸術文化の振興を図る事業支援 
　・その他 
 
総合窓口　企画総務課政策室（@８２－２１１１内線２２８･２２９） 
・予算の範囲内での補助となりますので、お早めにお問い合わせください 
・事業の内容によって補助対象経費や補助金額は異なります。 

人づくり地域づくり支援事業 

●住宅概要 
A単身者向け 
■団地名／アヴニールⅡ（西町団地）平成11年建
築、■場所／東川町西町1丁目9番、■構造／鉄筋
コンクリート造2階建、■募集戸数／1LDK、39.0
fl（2階）・1戸、■家賃／31，600円～41，700円（家
賃は収入により異なります。）、■敷金／家賃の3
カ月、■その他／オール電化住宅です。暖房機、調
理器、温水器の使用について、北電からのリースと
なり家賃の他にリース料がかかります。（3，200円
/月） 
 
B世帯向け 
■団地名／南団地Ｂ1、平成9年建築、■場所／東
川町南町1丁目7番、■構造／鉄筋コンクリート造
2階建、■募集戸数／3LDK、80.9fl（2階）・1戸、
■家賃／55，000円～72，600円（家賃は収入に
より異なります。）、■敷金／家賃の3カ月 

 
●入居日　6月1日∏から 
●入居資格　町内に住所または、勤務地を有する
方及び本町に居住を希望されている人で、次の要
件に該当する方。（現在公営住宅に入居中の方を
含む） 
　1.　Aは単身者、Bは単身世帯以外の方 
　2.　月額所得が601，000円以下の方 
●選考方法　入居者が多い場合は公営住宅等入
居者選考委員会を開催し入居者を決定します。 
　※上記委員会で決定されない場合は公開抽選
会を開催しますが開催日は未定です。 
●受付期間　5月6日∫～5月20日∫ 
●受付場所　税務住民課（役場庁舎１階） 
●持参する物　印鑑・平成15年1月から12月まで
の世帯全員の所得の状況が確認できる書類（所得
証明、源泉徴収票等） 
●問い合わせ先　税務住民課住宅下水道係 

B世帯向け（3LDK） 

A単身者向け（1LDK） 

対象となる事業区分 



前
助
役
小
坂
忠
さ
ん
が
北
海 

道
社
会
貢
献
賞
（
自
治
功
労 

者
）
を
受
賞 

人
事
短
信 

●
保
健
だ
よ
り 

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

元
気
っ
子
ク
ッ
キ
ン
グ
の
お 

知
ら
せ 

旭
川
開
発
建
設
部 

忠
別
ダ
ム
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す 

  

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月

第
３
木
曜
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
社
協
相
談
室
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と

相
談
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

        

　
子
供
の
成
長
に
は
「
食
べ
物
」
は

と
て
も
大
切
で
す
。
親
子
で
料
理
を

す
る
機
会
の
少
な
い
方
、
苦
手
な
野

菜
が
あ
る
子
供
さ
ん
を
お
持
ち
の
お

母
さ
ん
、
簡
単
に
で
き
る
料
理
を
一

緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

          

対
　
象
　
　
概
ね
２
歳
半
以
上
の
幼

児
と
お
母
さ
ん
（
お
父
さ
ん
も
大
歓

迎
で
す
） 

日
　
時
　
　
５
月
１３
日
（
木
曜
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
１２
時
位
ま
で 

内
　
容
　
　
「
つ
る
つ
る
ヌ
ー
ド
ル

ク
ッ
キ
ン
グ
」
調
理
実
習
・
試
食 

場
　
所
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
健
康
学
習
室
・
栄
養
指
導
室
） 

持
ち
物
　
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

筆
記
道
具 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場

栄
養
士
　
@
８２
―
２
１
１
１ 

      

　
赤
十
字
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
平

和
な
社
会
を
築
き
あ
げ
る
た
め
血
液

事
業
の
推
進
や
国
内
外
の
災
害
時
の

医
療
救
護
・
救
援
物
資
や
義
援
金
の

贈
呈
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行

い
、
世
界
の
平
和
と
福
祉
に
役
立
つ

願
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の
が
、

善
意
に
よ
る
社
資
（
社
員
）
と
寄
付

金
、
そ
し
て
労
力
を
提
供
す
る
多
く

の
奉
仕
者
で
す
。 

　
平
成
１５
年
度
の
東
川
町
分
区
の
決

算
書
は
、
左
の
と
お
り
で
す
の
で
今

後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

社
協
通
信 

社
会
福
祉
協
議
会 

温
か
い
善
意 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

５
月
２０
日 

尾
　
池
　
隆
　
男 

日
本
赤
十
字
社
東
川
町
分
区 

赤
十
字
は
あ
な
た
の
善
意
が 

支
え
で
す 繰 越 金 

配 分 金 

社 　 費 
雑 　 入 
合 　 計 

予　　算 
２４，８１６ 

１１５，０００ 

１，０００，０００ 
１８４ 

１，１４０，０００ 

決　　算 
２４，８１６ 

１２２，８００ 

１，０２８，３８１ 
３ 

１，１７６，０００ 

比較増減 
０ 

７，８００ 

２８，３８１ 
△１８１ 
３６，０００ 

備　　　　考 
前年度繰越 
赤十字奉仕団助成金　２５，０００円 
分区交付金　９７，８００円 
１，９４９戸 
預金利子　３円 
 

科　　目 

事 業 費 

旅 　 費 

事 務 費 

災害援助 
資金積立 
予 備 費 
合　　計 

予　　算 

１，０９０，０００ 

１８，０００ 

１２，０００ 

２０，０００ 
０ 
０ 

１，１４０，０００ 

決　　算 

１，１２３，３８１ 

１５，３２０ 

２５，０３５ 

０ 
０ 
０ 

１，１６３，７３６ 

比較増減 

３３，３８１ 

△２，６８０ 

１３，０３５ 

△２０，０００ 
０ 
０ 

２３，７３６ 

備　　　　考 
社費　１，０２８，３８１円 
赤十字奉仕団助成金　７０，０００円 
青少年赤十字加盟校助成金　２０，０００円 
奉仕団３０周年記念式御祝　５，０００円 
上川支庁地区委員会総会・研修会　６，７２０円 
上川支庁地区中央部ブロック委員会研修会　８，６００円 
会議負担金　９，９００円 
退団者感謝状　１３，２３０円 
手数料等　１，９０５円 
 
 
 
 

科　　目 

〈収入の部〉 
平成１５年度　日本赤十字社　東川町分区決算書 

〈支出の部〉 

（収入合計） 
１，１７６，０００円 

（収入合計） 
１，１６３，７３６円 － ＝ （次年度繰越金） 

１２，２６４円 

　平成１１年５月より町民の皆様に親
しまれてまいりました広報懸賞クイ
ズですが、クイズ開始より５年を経
過するなかで一定の役割を果たした
と考え、当月号より当面の間休止す
ることとしました。 
　広報誌への感想や質問、町への要
望、提案については広報広聴係でお
待ちしておりますので引き続きお寄
せください。 
●ご意見窓口　〒０７１－１４９２　東川町
役場税務住民課広報広聴係　@８２－
２１１１ 
 
３月号の正解と当選者 
答え　特別職報酬等審議会 

（応募総数１７通） 
当選者　渡辺　智子さんです。 
おめでとうございます。 

　東川町商工会青年部では長年町民の皆様に親しまれております「ひ
がしかわ地図電話帳」の作成を今年予定しております（前回発行
1999年） 
　2003年10月30日現在のNTT電話帳に掲載された方々基準にい
たします。新たに電話番号の掲載を希望される方、または変更等
のある方は東川町商工会事務局までご連絡
ください。 
　なお、同時に製作します地図帳につきま
しても変更等のある方はご連絡ください。 
　完成した地図電話帳は町内会を通じて各
戸１冊無料配布いたします。それ以外の方
は町内販売店でお買い求めください。 
※新規・変更希望のしめきりは6月末日です。 
お問い合わせ先 
東川町商工会　@82－2750

講習内容 
人工呼吸・心臓マッサージ・止血法・その他 
※３時間の講習修了者には修了カードを発行します。 
日時 
定員になり次第講習日を設定し、 
随時開催案内を通知します。 
対象者 
町内に在住又は勤務するもの。 
申込先 
大雪消防組合東川支署 
@82－2310・ＦＡＸ82－2329

突然のけがや病気に対する応急手当法を身につけましょう。 

ストップ・ザ交通事故死 
～めざせワースト１返上～ 

運動期間 

東川町・東川町交通安全協会・ 
東川駐在所 

5月28日（金）～6月6日（日） 
運動の重点 
◎観光・行楽に伴うスピードの出し過ぎ防止 
◎高齢者の交通事故防止 
◎チャイルドシートとシートベルトの 
　　　　　　　　　　　着用と着用の徹底 

    

　
東
川
町
助
役
と
し
て
一
貫
し
て
町

行
政
の
推
進
と
地
域
の
振
興
お
よ
び

住
民
福
祉
の
総
合
的
な
改
善
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
小

坂
さ
ん
に
対
し
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
自
治
功
労
者
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 

               

消
防
団
員
の
異
動 

◇
退
団
者
〈
３
月
３１
日
付
〉 

上
村
栄
一
（
団
本
部
団
長
） 

松
家
源
一
（
第
二
分
団
分
団
長
） 

樋
浦
哲
夫
（
第
三
分
団
分
団
長
） 

岩
田
義
行
（
第
一
分
団
副
分
団
長
） 

瀧
本
雅
博
（
第
二
分
団
部
長
） 

古
林
義
行
（
第
三
分
団
団
員
） 

◇
就
任
者
〈
４
月
１
日
付
〉 

堀
部
國
正
（
団
本
部
団
長
） 

◇
昇
格
者
〈
４
月
１
日
付
〉 

金
盛
勇
松
（
団
本
部
副
団
長
） 

山
口
昌
昭
（
第
一
分
団
副
分
団
長
） 

松
林
直
樹
（
第
二
分
団
分
団
長
） 

高
橋
郁
夫
（
第
二
分
団
副
分
団
長
） 

主
藤
達
博
（
第
三
分
団
分
団
長
） 

山
田
貞
治
（
第
三
分
団
副
分
団
長
） 

澤
田
　
稔
（
第
四
分
団
分
団
長
） 

大
岩
　
治
（
第
四
分
団
副
分
団
長
） 

 

◇
入
団
者
〈
４
月
１
日
付
〉 

安
原
裕
貴
（
第
一
分
団
団
員
） 

岩
田
勇
一
郎
（
第
一
分
団
団
員
） 

松
家
孝
志
（
第
二
分
団
団
員
） 

今
井
康
人
（
第
二
分
団
団
員
） 

松
下
直
幸
（
第
二
分
団
団
員
） 

      

　
忠
別
ダ
ム
建
設
事
業
所
で
は
、
５

月
１
日
よ
り
１０
月
３１
日
ま
で
の
期
間
、

忠
別
ダ
ム
建
設
現
場
（
左
岸
堤
頂
広

場
）
に
お
い
て
、
広
く
一
般
の
方
々

に
忠
別
ダ
ム
の
役
割
や
ダ
ム
建
設
事

業
に
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
「
忠
別
ダ
ム
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
昨
年
と
同
様
に

開
設
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
は
道
道

天
人
峡
美
瑛
線

エ
オ
ル
シ
ト
ン

ネ
ル
旭
川
市
側

入
り
口
手
前
第

２
駐
車
場
よ
り
１００
¤
の
遊
歩
道
を
歩

い
た
先
の
堤
頂
広
場
に
あ
り
、
ダ
ム

工
事
の
様
子
や
ダ
ム
の
役
割
に
つ
い

て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
開
場
時
間

は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

旭
川
開
発
建
設
部
　
忠
別
ダ
ム
建
設

事
業
所
　
お
問
い
合
わ
せ
　
@
０
１

６
６
―
８２
―
３
４
１
４ 

忠
別
ダ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.as.hkd.mlit.go.jp 
         

　
３
月
１４
日
か
ら
４
月
１５
日
ま
で
に

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
方
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》 

北
町
４
丁
目
　
岩
田
フ
ジ
エ
　
様 

西
町
３
丁
目
　
石
崎
　
喜
之
　
様 

４
　
北
　
区
　
竹
田
　
　
　
　
様 

１３
　
北
　
区
　
　
田
　
波
江
　
様 

２７
　
　
　
区
　
小
林
あ
さ
子
　
様 

 《
社
会
福
祉
事
業
へ
》 

１２
　
北
　
区
　
松
林
　
　
茂
　
様 

東
川
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
様 



いきいき・わくわく塾講師 

三原　真琴 

三原　真琴　みはらまこと 
いきいき・わくわく塾講師 
■いきいき・わくわく塾 
　町教委・東子連主催で高齢者が子
ども達に伝授する講座や、高齢者と
子ども達が一緒に学ぶ講座が年間概
ね7講座開催される。 
　講師には町内の芸術家や学識経験
者などがあたっている。 

　
人
間
誰
し
も
怒
っ
た
り
、叱
っ
た
り
す
る

こ
と
は
得
意
で
も
誉
め
る
こ
と
は
案
外
苦

手
な
も
の
で
す
。 

　
わ
れ
わ
れ
は
、子
供
や
家
人
、も
し
く
は

会
社
、勤
め
先
、社
会
一般
周
囲
の
人
々
あ

る
い
は
道
や
国
な
ど
に
対
し
て
時
々
、ま
た

は
常
時
怒
っ
た
り
腹
を
立
て
た
り
し
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
う
い
う

腹
だ
た
し
い
出
来
事
が
た
く
さ
ん
起
き
て

い
ま
す
。（
た
だ
単
に
自
分
だ
け
が
腹
を
立

て
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
） 

　
し
か
し
日
常
の
中
に
は
誉
め
た
り
よ
く

や
っ
た
ね
と
い
う
よ
う
な
事
象
が
仲
々
み
つ

か
ら
な
い
し
、起
こ
る
こ
と
が
少
な
い
の

も
事
実
で
す
。 

　
も
し
、そ
れ
が
た
ま
た
ま
み
つ
か
っ
た
り

起
き
た
り
し
て
も
、そ
の
時
々
で
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
褒
め
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
、効
果
は

半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。あ
の
時
誉
め
て
や

れ
ば
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て
も
後
の
祭
り

で
も
ど
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。で
す
か
ら

ず
い
ぶ
ん
と
難
し
い
も
の
だ
と
も
い
え
ま
す
。 

　
広
辞
苑
な
ど
に
よ
る
と「
怒
る
」と「
叱

る
」は
内
客
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が一般
的
に
は
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。し
か

し
教
育
的
に
は
や
は
り
区
別
し
た
ほ
う
が

よ
い
で
し
ょ
う
。 

「
怒
る
」は
い
か
っ
た
り
、腹
を
立
て
た
り
し

て
子
供
に
手
を
上
げ
た
り
物
に
当
っ
た
り
、

ど
な
り
つ
け
た
り
し
ま
す
が
そ
こ
に
は
感

情
の
爆
発
や
興
奮
が
あ
り
ま
す
。 

「
叱
る
」は
声
を
あ
ら
だ
て
て
と
が
め
た
り
、

戒
め
た
り
す
る
わ
け
で
す
が
そ
こ
に
は
教

え
論
す
ま
た
は
注
意
反
省
な
ど
の
要
素
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
し
冷
静
さ
や
見
通
し
も

組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

　
人
間
で
す
か
ら
時
に
は
怒
る
こ
と
も
叱

る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、こ
う

し
た
使
い
分
け
が
で
き
れ
ば
い
い
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
す
。で
も
緊
急
時
に
は
そ
う
は

ま
い
り
ま
す
ま
い
。怒
っ
て
結
構
。 

　
以
前
に
も
ち
ょ
っ
と
書
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、こ
こ一番
と
い
う
時
の
叱
り
方
は
後
々

ま
で
も
心
の
奥
に
ず
っ
と
残
る
よ
う
な「
教

え
論
す
」と
い
う
方
法
を
考
え
た
い
も
の
で

す
。 

　
さ
て
誉
め
る
褒
め
る
で
す
が
先
程
書
き

ま
し
た
よ
う
に
仲
々
そ
う
い
う
事
象
や
出

来
事
が
み
つ
か
ら
な
い
忙
し
い
現
代
社
会

で
す
が
努
め
て
探
し
ま
し
ょ
う
。家
に
帰
っ

て
子
供
達
が
い
た
ら「
今
日
学
校
で
い
い
こ

と
な
か
っ
た
か
い
」「
あ
る
あ
る
、飛
び
箱

う
ま
く
飛
べ
て
先
生
に
誉
め
ら
れ
た
」「
算

数
百
点
取
っ
た
よ
」「
図
画
み
ん
な
の
前
で

誉
め
ら
れ
た
」そ
こ
で
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
ば

か
り
び
っ
く
ら
こ
い
で
お
お
げ
さ
に「
す
げ

ぇ
ー
父
さ
ん
な
ん
か
い
っ
つ
も
ビ
リ
ケ
ツ
だ

っ
た
な
ぁ
」そ
こ
で
明
日
か
ら
体
育
も
算
数

も
図
画
も
大
好
き
な
子
供
に
な
る
の
で
す
。 

　
た
だ
し
高
学
年
に
は
こ
の
手
は
ち
ょ
っ

と
使
え
ま
せ
ん
ね
。も
っ
と
高
級
な
手
を
使

い
ま
し
ょ
う
。 

　
大
人
社
会
で
も
同
僚
や
下
の
人
に
正
中

で
も
飲
ま
せ
な
が
ら「
こ
の
ご
ろ
頑
張
っ
て

る
な
ぁ
、あ
の
考
え
方
す
ご
い
と
思
う
な
ぁ
」

次
の
日
か
ら
彼
は
見
違
え
る
よ
う
に
仕
事

を
し
ま
す
。
唯
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
ス
ト

レ
ー
ト
な
ワ
ン
ダ
フ
ル
や
賞
賛
、誉
め
た
た

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
謙
譲
の
美
徳
と
や
ら
で
た
だ
た
だ

照
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
少
々

誤
解
を
ま
ね
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
外
国

の
方
は
ず
い
ぶ
ん
と
素
直
に
そ
れ
を
受
け

止
め
大
い
に
喜
び
合
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
も

学
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
う
い
う
照

れ
が
蓄
積
さ
れ
な
い
う
ち
に
大
い
に
誉
め 

    

て
お
く
こ
と
で
す
。 

　
し
か
し
褒
め
た
見
返
り
の
ご
褒
美
な
ど

に
は
十
分
な
る
ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。へ
た
す
る
と
す
べ
て
が
台
無
し
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
副
題
に
あ
り
ま
す「
誉
め
れ
ば
豚
も
木
に

登
る
」は
私
の
好
き
な
言
葉
で
す
が
お
嫌
い

な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
誉
め
る
こ
と
が「
い
か
に
大
事
な
こ

と
な
の
か
、い
か
に
や
る
気
を
起
こ
す
源
と

な
る
の
か
」と
い
う
こ
と
だ
け
は
ぜ
ひ
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
で
き
ま
せ
ん
」少

し
さ
び
し
い
気
が
い
た
し
ま
す
。 

上
手
に
誉
め
て
上
手
に
叱
る 

（
誉
め
れ
ば
豚
も
木
に
登
る
） 

い
ま
し 

の
ち
　
の
ち 

お
く 



こんにちは保健師です 

東川町保健師担当地区割図 

　町では、４名の保健師が各行政区を担当して、皆さんのご家庭
を訪問させていただきながら、より身近な健康に関する相談相手
として、各家庭や地域の健康増進のため活動いたします。 
　平成16年度の地区担当保健師は下記のようになります。 
　健康や病気療養・介護のことなど、心配ごとやお困りのことが
ありましたら、気軽にご相談ください。 

お問い合わせ●保健福祉課保健指導係 
【5月分】 
  ７日¤　ごっくん教室 申込制 …１３：００～１４：００ 
　　　　 乳幼児健診…………１３：３０～ 

（通知者以外は１４：３０～） 
１１日ÿ　リハビリ教室…………１１：３０～１４：３０ 
１３日⁄　元気っ子クッキング 予約制 １０：００～１２：００ 
　　　　 乳幼児予防接種 
　　　　 三種混合　　　　  １３：４５～１４：１５ 
　　　　 麻しん　　　　　　１４：４５～１５：００ 
　　　　 風しん　　　　　　１５：３０～１５：４５ 
２０日⁄　栄養教室（応用編） 申込制 …９：３０～１２：３０ 
　　　　 ポリオ予防接種……１３：４５～１４：１５ 
２１日¤　介護教室……………１３：３０～１５：３０ 
２４日◊　子育て相談 予約制 
２５日ÿ　リハビリ教室…………１１：３０～１４：３０ 
２６日Ÿ　１歳６カ月児健診……１２：３０～ 
２７日⁄　親子ふれあい教室 予約制 …１０：００～１１：３０ 
 
〈地域子育て支援センター〉 
〈親子遊びの体験教室〉予約制 
  ７日¤　テーマ「作ってみよう」…１０：００～１１：３０ 
１４日¤　テーマ「サーキット遊び」…１０：００～１１：３０ 
２１日¤　テーマ「散歩」…………１０：００～１１：３０ 
〈遊びの広場〉（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）…９：００～１２：００ 
１０日∑・１１日∏・１２日π・１７日∑・１８日∏・１９日π・ 
２４日∑・２５日∏・２６日π・３１日∑ 
※会場は幼児センターです！ 
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター　@８２－５１００ 

【6月分】 
  ３日⁄ 親子ふれあい教室 
  ４日¤ もぐもぐ教室 
　　　  乳幼児健診 
  ８日ÿ リハビリ教室 
  ９日Ÿ リハビリ教室 
　　　  （理学療法士による指導） 
１０日⁄ 親子ふれあい教室 
　　　  乳幼児予防接種 

 
１７日⁄ 親子ふれあい教室 
　　　  ＢＣＧ接種 
２２日ÿ リハビリ教室 
２３日Ÿ 栄養教室（基礎編） 
２４日⁄ ３歳児健診 
２５日¤ 移動献血車来町 
２８日◊ 子育て相談 
２９日ÿ 栄養教室（応用編） 

5月13日（木）  

5月14日（金）  

5月15日（土）  

6月19日（土）  

時間帯 
10：00～10：30

10：40～11：30

13：30～14：10

14：30～15：40

10：00～10：20

10：40～11：10

13：30～14：45

9：00～12：00

9：00～12：00

実施場所 
東8号基線　第5分団消防庁舎前 

東5号基線　森林組合管理棟前 

西10号北4線　第3分団消防庁舎前 

北町9丁目　第2分団消防庁舎前 

上岐登牛住民集会所 

東雲住民集会所 

西4北5線　第2地区コミュニティセンター 

東川町役場保健福祉センター横 

東川町役場保健福祉センター横 

実施日 

伊藤　和代 
■担当区／ 
18・21・22・23 
西町2丁目・北町2～3丁目 

長尾千恵美 
■担当区／ 
14・15・16東・16西 
西・南町1～3丁目・30 
31・32・33・34・35 
40・41・42・上岐登 

波潟　聖子 
栄養士 

中村　弘美 
■担当区／ 
12・13南・13北・17・17区西町 
東町1～3丁目・東倉沼・25・26 
27・28・29 
 

多田由起子 
■担当区／ 
1・2東・2西・3・4南 
4北・5南・5北・6東 
6西・7南・7北・8・9 
10・11・西町3丁目 

な み が た  

　乳児のお子さんが安心して遊べる場所はないかしらと、
お考えのみなさん、親子で楽しく遊びながら、お友達をつ
くりませんか？ 
　0歳児対象の親子遊びの教室ですが、お兄ちゃんやお姉ち
ゃんも一緒に参加できます。 
対　　象　0歳児のお子さんとお母さん 
日　　時　5月28日ª午前10時～午前11時30分 
内　　容　赤ちゃん体操、親子遊び、おもちゃづくり 
　　　　　多田保健師さんを囲んで「生活リズム」につい

ての交流会も予定しています。 
場　　所　幼児センター内 子育て支援センタープレイルーム 
参加人数　10組程度（事前に予約が必要です。） 
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター 

@82－5100

保健師や栄養士が健康相談・電話相談をお受けします。お
気軽にご来室・お電話ください。 
開 設 日　月曜日～金曜日（日曜祝祭日を除く） 
時　　間　午前8時30分～午後5時 
担　　当　保健師・栄養士 
内　　容　健康相談（健康づくり・疾病予防・服薬や病気

療養等について）血圧測定・体脂肪測定・食生
活相談・食事療法・母子健康手帳の発行・妊婦
受診券（前期・後期・超音波）の交付・離乳食
や子供の発達・病気・子育てに関する相談・介
護について 

お問い合わせ　保健福祉課保健指導係　@82－2111

　生後91日以上のすべての畜犬は、生涯に一度の登録と、
年に一度の予防注射を受けなければなりません。 
　そこで、畜犬登録および狂犬病予防注射を下記のとおり
実施しますので、この機会に必ず受けるようにお願いします。 
お問い合わせ先　税務住民課環境衛生係　@82－2111

■犬の新規登録料3,000円／■狂犬病予防注射3,040円／■動物病院等で狂
犬病予防注射をされた方は、狂犬病予防注射済票を交付しますので、税務住
民課窓口までお越しください。交付手数料は550円です。 

   

　
食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不

足
等
に
よ
り
お
こ
る
生
活
習
慣
病
は

年
々
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
教

室
で
は
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
を
柱
に
健
康
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
き
な
が
ら
自
分
の
体
を
知
り
自

分
に
あ
っ
た
食
事
量
を
確
認
す
る
こ

と
で
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
向

上
を
図
る
機
会
と
し
ま
す
。 

（
今
年
度
も
栄
養
教
室
は
希
望
す
る

方
の
み
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る

単
位
を
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
） 

        

対
　
象
　
食
に
関
心
の
あ
る
人
で
継

続
し
て
参
加
で
き
、
学
習
を
深
め
た

い
方 

日
　
時
　
５
月
２０
日
∫
　
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
１２
時
３０
分
位
ま
で 

場
　
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
健

康
学
習
・
栄
養
指
導
室
） 

内
　
容
　
講
話
・
調
理
実
習
・
試
食 

・
体
脂
肪
測
定 

持
ち
物
　
筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾 

※
今
年
度
よ
り
参
加
負
担
金
と
し
て

１
人
１００
円
か
か
り
ま
す
。
（
食
材
料

の
一
部
） 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場

栄
養
士
　
@
８２
―
２
１
１
１ 

「
栄
養
教
室
」（
応
用
編
）の 

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 



【
開
催
趣
旨
】 

　
平
成
１４
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

こ
の
取
り
組
み
は
、町
民
の
美
し
い
風

景
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

町
内
に
居
住
す
る
方
や
町
内
で
事
業

活
動
を
営
む
方
ま
た
は
勤
務
す
る
方

か
ら
美
し
い
風
景
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
住
宅
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
る
住
民
活
動
な
ど
を
募

集
し
、そ
の
中
で
特
に
優
れ
た
風
景
づ

く
り
を
行
う
個
人
、団
体
な
ど
を
表

彰
し
て
、町
内
外
に
広
く
紹
介
す
る
こ

と
で
、美
し
い
風
景
づ
く
り
の
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
１５
件
の
応
募
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、今
回
も
さ
ら
に
多
く
の
方

か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。 

﹇
応
募
規
定
﹈ 

対
象
地
域
　
東
川
町
内
全
域 

応
募
資
格
　
町
内
に
居
住
す
る
方
な

ら
び
に
町
内
で
事
業
活
動
を
営
む
方

ま
た
は
勤
務
す
る
方
で
、過
去
に
美
し

い
風
景
づ
く
り
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
な

い
方
。 

応
募
点
数
　
応
募
点
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。１
人
何
点
応
募
さ
れ
て

も
結
構
で
す
。な
お
、応
募
写
真
は
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
願
い
ま
す
。 

応
募
方
法
　
１
応
募
毎
に
別
途
配
布

の
応
募
用
紙
を
写
真（
Ｌ
判
ま
た
は
２

Ｌ
判
）に
貼
付
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１
応
募
あ
た
り
の
写
真
枚
数
は
３
枚

ま
で
と
し
ま
す
。な
お
、他
薦
の
場
合
は
、

肖
像
権
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
、

被
写
体
の
所
有
者
に
承
諾
を
得
る
こ

と
を
条
件
と
し
ま
す
。 

応
募
期
間
　
７
月
１６
日
ª（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
と
し
ま
す
。 

﹇
応
募
内
容
の
詳
細
﹈ 

審
査
対
象 

・住
宅
、店
舗
、工
場
敷
地
な
ど 

・
自
然
環
境
の
保
全
や
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
の
た
め
の
住
民
活
動
な
ど 

部
　
　
門
　
個
人
部
門
、団
体
部
門

及
び
事
業
者
部
門
の
３
部
門
に
区
分

し
ま
す
。 

賞
お
よ
び
賞
品
　
原
則
と
し
て
、個
人

部
門
３
カ
所（
内
ス
ト
リ
ー
ト
部
門
１

カ
所
）団
体
部
門
１
カ
所
、事
業
者
部

門
１
カ
所
に
表
彰
状
と
賞
品
を
贈
呈
い

た
し
ま
す
。 

参
加
賞
　
応
募
い
た
だ
い
た
方
全
員
に

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
家
族
旅
行
村「
ケ

ビ
ン
半
額
利
用
券
」と
図
書
券
を
１
人

各
１
枚
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。 

﹇
審
査
員
﹈ 

美
し
い
東
川
の
風
景
を
守
り
育
て
る
審

議
会
委
員
、町
長
ほ
か 

﹇
発
表･

表
彰
﹈ 

・
審
査
結
果
は
、応
募
者
本
人
に
直
接

連
絡
し
ま
す
。 

・入
賞
さ
れ
た
方
は
、別
途
予
定
し
て
い

る
表
彰
式
で
授
与
し
ま
す
。 

・
入
賞
さ
れ
た
場
合
、応
募
写
真
を
広

報
活
動
に
使
用
す
る
た
め
フ
ィ
ル
ム
ま

た
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

﹇
応
募
の
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈ 

企
画
総
務
課
政
策
室
企
画
振
興
係
　

@
８２ 
｜
２
１
１
１（
内
線
２２８・２２９
） 

 

　
坂
ニ
セ
コ
町
長
来
町
！ 

小
さ
な
町
が
自
立
し
て
生
き
残

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。 

　 　
先
進
的
な
取
組
み
が
新
聞
等

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ニ
セ
コ
町

の
　
坂
誠
二
町
長
を
お
招
き
し
、

「
小
さ
な
町
が
自
立
し
て
生
き
残

る
ま
ち
づ
く
り
」と
題
し
、講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
５
月
２３
日
∂
午
後
１

時
３０
分
よ
り 

場
　
所
　
改
善
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル（
入
場
無
料
） 

内
　
容
　 

A
　
坂
ニ
セ
コ
町
長
の
講
演
、 

B
　
坂
ニ
セ
コ
町
長
、松
岡
東
川

町
長
に
よ
る
対
談 

主
　
催
　 

自
立
す
る
町
東
川
を
考
え
る
会
、

あ
さ
ひ
か
わ
新
聞（
北
の
ま
ち
新

聞
社
） 

●
ス
タ
ッフ・運
営
費
の
支
援
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

連
絡
先 

自
立
す
る
町
東
川
を
考
え
る
会 

代
表
　
滝
本
　
@
８２ 
｜
４
３
８
６ 



このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジタ
ーセンター、自然解説員など旭岳で活躍する
人たちをリレーして、季節とともに変化する
旭岳の旬のお便りをお届けします。 
　高山植物、紅葉、雪、動物など、「自然の
大博物館」と言われる大雪山の素顔が見えて
くることでしょう。 

だいせつざんのすがお 

短
歌 

俳
句 

過
ぎ
た
日
が
久
々
に
し
て
夢
の
中
廻
り
灯
籠
目
覚
め
て
も
揺
れ
る 

来
世
を
も
再
び
夫
に
添
わ
な
む
と
想
ひ
て
二
服
の
お
茶
を
汲
み
を
り 

杳
き
日
に
母
が
使
い
し
桐
簟
笥
部
屋
の
か
た
隅
に
息
づ
く
明
治 

久
し
ぶ
り
に
逢
え
ば
杖
つ
く
姿
な
り
励
ま
し
も
言
へ
ず
只
に
手
を
と
る 

小
さ
な
夢
の
ひ
と
つ
が
消
え
て
雪
が
降
る
心
さ
び
さ
び
眠
ら
れ
ぬ
夜 

荒
れ
る
明
日
を
予
期
す
る
と
き
ど
き
雀
等
は
薄
暮
の
中
を
競
い
餌
を
食
む 

一
人
住
む
隣
人
逝
き
て
訴
え
る
術
な
き
運
命
に
た
だ
合
掌
す 

春
め
き
て
車
庫
を
住
家
と
か
ま
え
い
る
フ
ー
テ
ン
虎
猫
吾
を
威
嚇
す 

斑
れ
雪
に
薄
化
粧
な
し
た
る
淡
雪
を
雀
け
ち
ら
す
朝
の
日
ま
ぶ
し 

ス
ト
レ
ー
ト
に
は
人
に
言
え
な
い
こ
と
多
し
今
日
夕
暮
れ
の
鮮
烈
に
い
る 

買
い
お
き
し
大
蒜
の
芽
の
青
あ
お
と
冷
蔵
庫
の
中
に
も
春
来
た
ら
む
か 

た
ま
し
ひ
が
お
ぼ
ろ
と
渡
る
土
の
橋
紫
紺
の
花
が
咲
き
あ
る
さ
ふ
な 

冬
囲
い
せ
ぬ
ま
ま
な
り
し
紫
陽
花
は
花
芽
ふ
く
ら
ま
せ
私
を
見
て
る 

 

豊
か
な
大
地
平
ら
に
広
く
山
笑
う 

鳴
き
移
る
鳥
遊
ば
せ
て
山
笑
う 

北
窓
を
開
け
て
や
子
等
の
巣
立
ち
ゆ
く 

恋
猫
の
女
あ
る
じ
の
膝
に
乗
る 

こ
ぶ
し
咲
く
祖
の
お
墓
の
そ
の
東 

音
し
そ
う
花
び
ら
落
下
辛
夷
散
る 

辛
夷
咲
く
飛
び
だ
し
青
き
陽
の
中
を 

武
士
道
の
地
に
堕
ち
褪
せ
て
老
辛
夷 

見
え
ぬ
根
の
生
命
の
水
脈
や
辛
夷
咲
く 

お
の
が
持
つ
歎
き
に
辛
夷
咲
き
そ
む
る 

老
辛
夷
共
に
い
た
わ
る
人
生
か
な 

裏
山
に
辛
夷
綻
ろ
ぶ
友
便
り 

三

島

一

世

 

瓜

生

昭

枝

 

那

須

喜

美

 

笹
　
田
　
冨
士
子 

永

江

栄

子

 

矢
　
沢
　
ま
す
え 

清

水

チ

ヨ

 

嶋

崎

ミ

エ

 

松

倉

和

子

 

宮

坂

敬

子

 

中

田

治

子

 

井

山

一

文

 

尾
　
池
　
真
沙
子 

石

川

ヤ

エ

 

澤
　
田
　
久
美
子 

杉
山 

ひ
ろ
の
り 

秋

山

深

雪

 

石

澤

清

宏

 

山
　
口
　
佐
知
子 

松

山

蓉

子

 

宮

坂

紫

雲

 

小

林

露

葉

 

松
坂 

せ
い
い
ち 

青

野

公

花

 

杉

山

り

つ

 

に
ん
に
く 

は
だ 

こ  

ぶ
し 

い
の
ち 

な
げ 

ひ
つ   

よ 

ほ
こ 

み
　  

お 
文・イラスト：旭岳ビジターセンター　田上千尋 

5月の森で 
　東川町は周辺にキトウシや天人峡など、休日に気軽に歩ける森に恵
まれていますね。私は森の中の散策路脇の岩や橋の上、ちょっと座れ
る場所でしばらく過ごすのが好きです。歩いている時よりゆっくり何
かに注目できます。5月は、虫（蚊やブヨ）が少ない、寒くない、晴れる
日が多いなど、他の時期より快適なのでしばしば滞在してしまいます。
　5月の森で座っていると、まだ木の葉が完全に出揃う前なので森の
構造がよく見えます。背が高く太陽の光を1番に受けられるのはミズ
ナラやシナノキ、その下に枝を広げるのはカエデの仲間、自分と同じ
くらい低いのはツツジやムシカリ、地上にはニリンソウなどの春の花
といった具合に…。他の木に巻きつきながら明るい場所へ登って行く
ヤマブドウ、高い木の枝にちゃっかり乗っているヤドリギのような植物
もあります。地面から地上30mまで、様々な空間を違った種類の植
物が利用しているのがわかります。 
　実はこの森の中で最も遅く葉が出るのは一番上にあるミズナラです。
ミズナラの葉が大きく広がるのは5月の中旬から下旬。だから森の中
間や地面近く、今私がいる場所はそのころまで明るいのです。地面の
近くでいち早く花を咲かせ、葉を広げる低木や草花は、森が暗くなる
前に光を得ようとしているとも言われています。 
　安定した森は大きなパズルや組木に例えられます。何種類もの植
物が空間や光を分け合い、他の者が使わない場所、使わない資源を
賢く利用しています。ミズナラもツツジもニリンソウも、それぞれが違
ったサイズの体を持ち、違ったスケジュールで生活しているからこの
森で共存できるのでしよう。 
　d最強のものではなく、その環境に最適なものが生き残るeいつ
か本の中で読んだそんな文章も、5月の森の中では当たり前のことと
して納得がいくのです。 

「ふう！よかった」とっさの時の看護と救急〈一般書〉 
監修：山本保博 

貴方にできることが必ずある。
目の前で家族が倒れたら…？
あわてず・さわがず・適切に
対応できる本です。家庭内
での事故や病気に際し、大
切なのは事前の事故予防
策と最初の応急手当です。
平成１４年度では不慮の事
故により３割の方が家庭内

でなくなっているそうです。この本は比較的字が
大きくイラストで説明されているので読みやすく、
一読しておくといつか役にたつかもしれませんよ。 

 

「クレリア」〈絵本〉 
作：マイケル・グレイニエツ／訳：ほろのあやこ 

ある春のタ方のことでした。 
クレリアは大きな木を見つけ
その中の長い一本の枝に寝
る事にしました。 
そこへ次から次へと寝場所を
探していた虫たちがやってき
て“やすませて”と言います。 

やさしいクレリアは“いいわよ。にょろ”と言いながら自
分の体をちぢめて寝場所をあけてあげます。でもだん
だんちぢまって消えてしまいました。 
さあクレリアをお母さんと一緒にさがしてください。 

「モモ」〈映画〉DVD
アスミック 

「キャッチ・ミー イフ・ユー・キャン」〈映画〉ビデオ 
ユニバーサル・ピクチャーズ・ジャパン 

天才少年詐欺師の真実のストーリー。 
両親の離婚にショックを受けた１６歳の
少年がお金に困り小切手詐欺を思いつ
く。 
それから彼はパイロット・医師・弁護士に
成りすまし２１歳までに４００万ドルを稼ぐ。 
レオナルド・デカプリオとトム・ハンクスの笑
いとスリルに満ちた追跡劇がみものです。 
家族思いの少年らしさもほろりときます。 
さてどんな結末がまっているのでしょう…。 

人のうごき 
お
誕
生 

（
３
月
１６
日
〜
４
月
１５
日
）（
敬
称
略
） 

生
れ
た
子   

　
　     

父     

　 

母    

　  

行
政
区 

お
く
や
み 

ご
結
婚 

　
亡
き
人    

　
歳       

届
出
人     
　   
行
政
区 

岡
崎
　
心
琴 

井
澤
　
萌
華 

池
田
　
莉
桜 

西
脇
　
日
菜 

熊
谷
　
萌
花 

竹
田
　
ミ
チ 

石
ì  

コハ
ル 

　
田
　
作
　 

小
林
　
幸
佑 

　
田
　
洋
　 

安
孫
子
ハマ
子 

宮
ì
　
雅
裕 

長
谷
川
　
優 

裏
野
　
顕
智 

稲
垣
　
寛
子 

竹
田
　
　
　 

石
ì  

善
之

　
田
　
波
江 

小
林
あ
さ
子 

藤
田
　
駿
　 

安
孫
子
　
守

４

北

区

 
西
町
３
丁
目 

１３ 
　
北
　
区 

２７ 

 
 
区

 

東
町
３
丁
目 

西
町
３
丁
目

８８ ８１ ７７ ７５ ５８ ８５
 克

　
勅 

延
　
友 

直
　
矢 

久
　
登 

正
　
彦 

１７
区
西
町 

西
町
３
丁
目 

西
町
３
丁
目 

２９
　
　
　
区 

北
町
３
丁
目 

　
円 

美
　
香 

　
渚 

里
　
奈 

房
　
子 

｝ ｝ １１
　
　  

区 

東
町
１
丁
目 

ある日、灰色の不気味な男達が現れ人々か
ら“時間”を盗み始める。 
実はこの“時間”どろぼう、世界征服を狙う
悪者だったのです。 
人 を々明るく楽しくさせる不思議な魅力を持
つ少女モモは、人々の盗まれた“時間”を
取り戻すためにたった１人で立ち向かいます。 
人間は時間を盗まれるとどうなるのでしょう。
創造力を掻き立てるファンタジーの世界を味
わってみてください。（１０４分） 

　
５
月
に
入
って「
や
っ
と
北
海
道

も
春
が
来
た
！
」と
言
う
感
じ
で

す
ね
。道
草
館
に
は
週
末
に
な
る

と
、近
郊
の
方
は
勿
論
、遥
々
遠
方

か
ら
遊
び
に
く
る
方
が
増
え
て
来

ま
し
た
。東
川
町
を
観
光
す
る
方
、

天
人
峡
・
旭
岳
へ
向
か
う
方
と
い

ろ
い
ろ
で
す
。 

　
晴
れ
た
日
に
天
人
峡・
旭
岳
に

向
か
って
車
を
走
ら
せ
る
と
大
雪

山
連
邦
が
目
の
前
に
ひ
ろ
が
り
、

周
り
は
田
園
風
景
。「
こ
れ
は
東

川
に
住
ん
で
い
る
特
権
だ
な
！
」と
、

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。 

　
今
月
か
ら
は
天
人
峡
の「
羽
衣

の
滝
」ま
で
足
を
運
ぶ
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。森
林
浴

は
ま
だ
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
体
に
浴
び
て
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
ン
ド
へ
よ
う
こ
そ 

と
な
り
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
情
報 

愛
別
町 

●
産
直
バ
ザ
ー
ル 

と
　
き
　
５
月
２
日
∂・５
月
４
日

∏
午
前
１１
時
か
ら
午
後
４
時 

と
こ
ろ
　
愛
別
町
多
目
的
広
場
リ

バ
ー
フ
ロン
ト
パ
ー
ク 

内
　
容
　
き
の
こ
、野
菜
、き
の
こ

加
工
品
な
ど
愛
別
町
の
特
産
品
を

販
売 

〈
詳
細
〉
産
直
バ
ザ
ー
ル
運
営
協
議

会（
町
産
業
振
興
課
内
） 

@
０
１
６
５
８
｜
６
｜
５
１
１
１ 

 

鷹
栖
町 

●
花
いっ
ぱ
い
　
青
空
市 

と
　
き
　
５
月
３０
日
∂
午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時 

と
こ
ろ
　
オ
ア
シ
ス
メ
モ
リ
ー
パ
ー
ク

（
駅
前
通
り
十
字
街
） 

内
　
容
　
花
の
苗
販
売
、商
工
会

会
員
に
よ
る
お
楽
し
み
出
店
、Ｊ
Ａ

女
性
部
ふ
れ
あ
い
市
の
野
菜
販
売
、

商
工
会
青
年
部
に
よ
る
お
楽
し
み

催
し
な
ど
。 

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
手
作
り
作

品
の
出
店
に
参
加
さ
れ
る
方
も
募

集
中
で
す
。 

〈
詳
細
〉比
布
商
工
会
　 

@
８
５
｜
２
２
０
０ 

 

旭
川
市 

●
第
７２
回
北
海
道
音
楽
大
行
進 

と
　
き
　
６
月
５
日
º
午
後
１２
時
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広報の配布には各行政区役員等の皆さんの特段のご
協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
　お手数をおかけしますが、今後も引き続き速やかな配
布をお願いします。 
　なお、配布に当たっては次の事項にご留意ください。 
新しく転入された世帯や町内会に加入されていない

世帯にも、併せて配布をお願いします。 
毎月の広報の必要部数に増減があった場合はお手

数ですが税務住民課広報広聴係までご連絡ください。 




